
最

高

裁

規

則

省

令

た
ば
こ
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

た
ば
こ
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い

な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令

で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令

で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
五
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

第
三
十
五
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

六

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
消
費
者
が
小
売
販
売
業
者
か

ら
製
造
た
ば
こ
を
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

イ

小
売
定
価
又
は
小
売
定
価
か
ら
こ
れ
に
含

ま
れ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合

計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残
額
の
百

分
の
五
に
相
当
す
る
財
産
上
の
利
益
の
提
供

に
対
し
、
補
助
金
を
財
源
と
す
る
補
助
を
受

け
る
場
合

百
分
の
五

ロ

小
売
定
価
又
は
小
売
定
価
か
ら
こ
れ
に
含

ま
れ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合

計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残
額
の
百

分
の
二
に
相
当
す
る
財
産
上
の
利
益
の
提
供

に
対
し
、
補
助
金
を
財
源
と
す
る
補
助
を
受

け
る
場
合

百
分
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
係
る
小
売
定
価

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
売
定
価
」
と
い

う
。）に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
消

費
者
に
対
し
、
当
該
小
売
販
売
業
者
そ
の
他
の

小
売
販
売
業
者
の
負
担
に
よ
り
財
産
上
の
利
益

が
提
供
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
財
産
上
の
利
益
の

提
供
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
令
和
元
年
度
の

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業
費
補
助
金
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
補
助
金
」
と
い
う
。）を
財
源
と
す
る

補
助
を
受
け
る
場
合
で
あ
つ
て
、
小
売
定
価
又

は
小
売
定
価
か
ら
こ
れ
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額

及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額

を
控
除
し
た
残
額
に
対
す
る
当
該
財
産
上
の
利

益
の
割
合
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
で
あ
る
と
き
。

七

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
補
助
金
を
財
源
と
す
る
補
助

を
受
け
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
決
済
手
段
を
用

い
て
消
費
者
が
小
売
販
売
業
者
か
ら
製
造
た
ば

こ
を
小
売
定
価
に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
に
伴

い
、
補
助
金
を
財
源
と
す
る
補
助
を
受
け
な
い

も
の
の
、
当
該
消
費
者
に
対
し
、
当
該
小
売
販

売
業
者
そ
の
他
の
小
売
販
売
業
者
の
負
担
に
よ

り
財
産
上
の
利
益
（
補
助
金
を
財
源
と
す
る
補

助
を
受
け
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
消
費
者
還
元

の
方
法
及
び
利
用
方
法
に
よ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
提

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

令和元年月日 火曜日 第号官 報
〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
九
月
二
十
四
日

最
高
裁
判
所

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
三
中
「
百
六
十
四
円
」
を
「
百
六
十
八
円
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
中
「
五
百
九
十
四
円
」
を
「
六
百
三
円
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
中
「
五
百
十
二
円
」
を
「
五
百
十
九
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
日
前
に
申
立
て
が
さ
れ
、
又
は
職
権
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
事
件
（
基
本
と
な
る
手
続
に
係
る
も

の
に
限
る
。）に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
十
八

条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用
の
う
ち
、
こ
の
規
則
の
施
行
日
以
後
に
さ
れ
た
第

三
債
務
者
の
供
託
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
規

定
を
適
用
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

大
谷

直
人

〇
財
務
省
令
第
二
十
六
号

た
ば
こ
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
た
ば
こ
事
業
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
九
月
二
十
四
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎


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